















































































































































けではない。瞬時に返事が来る場合もあれば， 2 ~ 3日，場合によっては 1週間かか








































































































































































(W i n d 0 W s NTの特徴と使い勝手]




面をぱっと見るだけでは， Windows95， Windows NTどちらの 08か区別がつかないであろう O
また，ネットワークのサーバの世界ではそれまで UnlXが圧倒的に多かったが，マイクロソフ
ト社が研究・開発に力を入れ，サーバとしても性能が上がってきた。また 使えるソフトが豊
富であるという点も見逃しがたい。サーバの信頼性についてもかなり向上し，人によっては UnlX
より WindowsNTの方が信頼性が高いという人もいる。
しかしながら，やはりサーバであるだけに，特別な知識を必要とする場面は多い。例えばフ
ァイルの管理についても，パソコンの世界ではせいぜい「読み取り専用」などぐらいしか意識
しない属性も，ユーザごとにアクセス権を与えられるなど，理解が必要な事柄が多い。これら
をきちんと意識して使い分けないと，特にネットワークにつながっている場合は，重要な情報
が漏れたり，逆にいかがわしいデータを勝手にコン己ュータの中に入れられたりする場合があ
る(これは UnlXでも同様である)。
また， Windows NTマシン自体，前述したように技術の進歩が早い世界に属しているので，必
要に応じて機能のアップを図る必要があり，その頻度は UnlXよりはるかに多いものと思われる。
他方， Windows NTは個人レベルでも購入することが十分可能で，商用ベースに載っており，
そのため日本語の解説本も数多く出版されている。
3.学校現場に導入する場合の選択
前述の特徴を踏まえた上で，また，実際に大学で研修していく中で， I学校現場への導入」
を想定した場合に，どのような選択，活用の仕方があるかを述べてみたい。
結論から述べると，われわれ教師が片手間にやるには， Iネットワーク管理者」という仕
事は重過ぎる，ということである。授業や生徒指導，その他行事の取り組みなど，今でも学
校現場は多忙を極めている。仮に校務分掌において多少配慮してもらったにしても， I笠盟
主」は教師では務まらない。そういう状況の中で、敢えてどちらか一つ選ぶとすれば，学校
現場に導入するサーバとしてはWindowsNTがベターであると考える O
「ネットワーク管理者」については民間でも大きな問題となっており 多くの企業では管理
専門の人間を複数配置している場合が多い。
となると，先程は前向きな意見を述べたが，サーバの導入自体，慎重に考える必要がある。
市町村の全面的なパックアップが得られ，予算もそれなりに確保してもらえるのであれば，
学校外の専門の業者にサーバの主たる管理を依頼し，教師(管理者)はごく「基本的なメン
テナンスjのみ行うようなあり方が理想的であると考える。
また，特に公立学校の教師は数年で入れ替わるため，人材の育成にも多くの時間をかける
わけにはいかない。「基本的なメンテナンス」もある程度の知識でできるようにと考えれば，
やはりWindowsNTの方が学校現場には導入しやすいと思う。もちろん 複数のサーバを立ち
上げることも可能で(むしろ絶対にそうでなくてはならない) ，その際UnlXマシンを導入す
ることも考えられる。ただし， UnlXマシンについては，管理の一切は専門の業者に任せるべ
きである。安易に生半可な知識で扱うと，校内だけのみならず，ネットワークにつながって
いるすべての団体・個人に迷惑をかけることもありうる。
Windows NTを薦めるもう一つの理由は， Iこれから先，確実に広まっていくosであるjと
いうことである。マイクロソフト社という大企業が全力を挙げて，技術の向上に努めており，
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実際に今現在の最新パージョンであるWindowsNT4.0は前パージョン3.51に比べると格段に
向上している。対応するソフト(ネットワーク関連の必須のソフトも含めて)の数もどんど
ん増えている。
パソコンもそうであるが，使っている者が多いと，情報交換もしやすい。先程「現場教師
にはネットワークの管理は無理」と述べたが，個人的レベルでもそれなりに学習し，一つでも
新しいことをやってみようと思う場合も， Windows NTであれば実現の可能性が高くなる。
また，前述したが，私が大学で研修していく中で， UnlXのあるソフトのインストールに 1
週間もかかり，あるいは結局インストールできなかったのに対して，WindowsNTのソフトで
インストールできなかったソフトは一つもない。また，インストール自体，ごく短時間で済
み，翌日に持ち越すということは一度もなかった。これだけを考えてみても，やはり専門家で
はないわれわれ教師が扱うには(極力扱わないような体制を取っていただきたいが)，Windows 
NTがベターであると考える。
終わりに
今回の研修を振り返ってみると，当初の目的であった iUN1 Xの管理」とはほど遠いと
ころで終わってしまった。というよりも，レポート中でも述べたように，私たち現場教師が
片手間でやるには， UNIXに限らず，サーバの管理は困難な点が多い。
しかしながら，研修の中でUNIXの基礎的な事柄は押さえることはできたし，また， W
ndowsNTについては，現場に戻ってもすぐに使えるようなところまで，どうにか学
ぶことができた。また，それまでネットワークやインターネットについて，漠然とした知識
しか持ちあわせていなかったが，その知識のみならず，それらの抱える問題点についても知
ることができた。さらに今回の研修は，これから社会に着実に浸透していくであろうネット
ワークと学校現場の関わり及びその問題点についても，考察を深める絶好の機会となった。
当初の目標とは違った方向に進まざるを得なかったのは，私自身のいたらなさであるが，
それにもかかわらず，親切にご指導下さった野崎先生，鶴先生，池永先生の各先生方に，こ
こで改めてお札を申し上げたい。本当にありがとうございました。長崎県の小中学校におけ
るインターネット(ネットワーク)の活用は始まったばかりで，これからどんどん有効利用
が図られるものと想像される。私なりに今回の研修で得たことを，現場で役立てられるよう，
これからも自分なりに研修を積んでいきたいと思う。
101 -
